
34 完了分詞

34.1 完了分詞の意味

完了分詞は、動作が完了していることを表わす。

34.2 完了分詞の作り方

1) 基本型

男性
単数 動詞語幹 ＋ ā

複数 動詞語幹 ＋ ē

女性
単数 動詞語幹 ＋ ī

複数 動詞語幹 ＋ īṇ

２) 語幹末が長母音の場合

語幹末
男性 女性

単数 複数 単数 複数

ā ā + yā ā + ē ā + ī ā + īṇ

ō ō + yā ō + ē ō + ī ō + īṇ̣

ī i + yā i + ē ī + ø ī + ṇ̣

ū u + ā u + ē u + ī u + īṇ
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３) 不規則変化

不規則動詞

男性 女性

単数 複数 単数 複数

jānā gayā ga’ ē ga’ ī ga’ īṇ

karnā kiyā kiē Kī kīṇ

dēnā diyā diē Dī dīṇ

lēnā liyā liē Lī līṇ

hōnā huā hu’ ē hu’ ī hu’ īṇ

＊ hōnā動詞の過去形と hōnā動詞の完了分詞との意味の違い。

hōnā動詞の過去形

thā

thē

thī

thīṇ

「 ～ だった 」

hōnā動詞の完了分詞

huā

hu’ ē

hu’ ī

hu’ īṇ

「 ～ になった 」
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34.3 完了分詞を用いる三時制

単純過去形 過去の事実を中立的に述べる。

現在完了形
過去の影響が現在に及んでいることを

表わす。

過去完了形
過去の出来事の影響が現在にまで及ん

でいないことを表わす。

34.4 上記三時制の作り方

１) 完了分詞が自動詞の場合

単純過去形 主語 ＋ …… ＋ 完了分詞

現在完了形 主語 ＋ …… ＋ 完了分詞 ＋
hōnā動詞

現在形

過去完了形 主語 ＋ …… ＋ 完了分詞 ＋
hōnā動詞

過去形

＊ 完了分詞及び hōnā動詞は主語の性・数に一致する。

＊ 否定語nahīṇ もしくはnahを完了分詞の前に置くと否定文に

なる。



２) 完了分詞が他動詞の場合

単純過去形 主語＋nē＋直接目的語＋完了分詞

現在完了形 主語＋nē＋直接目的語＋完了分詞＋
hōnā 動詞

現在形

過去完了形 主語＋nē＋直接目的語＋完了分詞＋
hōnā 動詞

過去形

＊ 意味上の主語に後置詞 nēが付き、完了分詞及び hōnā動詞は

直接目的語の性・数に一致する。

＊ 直接目的語に後置詞 kōが付いているとき、直接目的語が明示

も暗示もされていないとき、節が目的語になっているとき、完

了分詞及び hōnā動詞は男性単数形になる。

＊ 否定語 nahīnも̣しくは nah を完了分詞の前に置くと否定文に

なる。


